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コ□ナ自然通気お開放式石油ストーブ 

取扱説明書 
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, かよ、コ□ナ S ミをスト…ブをお 
い±げいただぎ、まことじありか‘と 
ございました。 ■. 

しくお使いいただくために、:この取 
説明蠢をよくお読みください。 

若 t '。;;, お i 売みになつた後ちお使いじな 
■:んる方びいつでち見られる巧に r 保誠叢丄; 

'" ' どなに大な)に保醫 t でズださい 。V 

燃料は必す廣質のなミあげ|口-;由）を1 


使用しでください。 


A 應釀 IP 么警告 


KEROSENE ONLY 

ガソリン變顯鑛止’ 
使用燃料：な爐. 


賴 S とを纔义 

給總畴 消义 

王織卜 

変麵しを纏し〇經 
«耀戀禁 
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1. 特にを意しでいただぎたいこと、 

まをのために必すお守りください 1 〜 3 

2. 効果的に使巧するために--……'…''--''''----- - 4 

3 .各部の名称—— --- -4 

• 夕'(•観図 -- - 4 

•構造図 . 4 

4 .使巧前の準備 - ろ〜7 

•開こんと部品のじット ー. …-邑 


•点义前の準備と確認- . . 

5. 巧巧方法 -- 

• 点义---…- . . .- …- 一- 

•おの調節- . . . .... 

• 消乂 - 

6. 巧麗自動消义装麗 - 

7 •曰常の点樣 • 手入れ-- 

rj- i ち弓 ___ 

9 .が障-異常の屍分け方と®«巧驚 

10. 部品交換のしかた - 

11. 保管(援潮闡傻用しない場禽）----- - 

1 つ J 十难 _ _ 

I こ，！ aia * 1 巧 

13•アフターザ"-ビ又 ------ - 
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乾謂池削聲 


乾驅池は付®巧れてい莱はん。> " 

驚爾难（単二形）4髓货お‘質いぶがくだ i - M ,、 


機 S 鐵 a ^国^^ 
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この取あ説明譜および製品への表巧では、製淀をまをに正しくお使いいただを、あなたや他の人々への 
危靈やお魔への援塞を未然に巧止するために、いろいろな絵表示をしでいます。その表示と* ft はなの 
よ3じなつでいまず。巧客をよく理解しでから本交をお読みください。 


この表示をおおしで、誤った取りあいをすると、入か‘死亡または謹傷を負ラ危陵び葉し迫っでをじる 
ことび想をされる內 S ををしでいまず。/_ 




/ベ、 口" 

A 記替はを*をなず巧窗がちることを告げるをのです。 

由 園逆中に舅巧のな速蠢蹈寫 A の爆含は " T ； 般のなを賣、么の纔を 
かれでいます。^-1#-夕惠 ，. 


泛馈琶は潑比め巧為であることを吿げるをめです . ; 

恐の申やお傍に莫体的な禁止的容 （ 左閣の場さはガソリン禁止）び描かれで 

3 •み‘输 卿罐卜 %' ^ 

善競譜睐行為を離制じだ巧權东す蒼 W 察を鑛げ證をめ ■? 部。' ' "—…‘ - < 


國の单に真体巧な指示内容 f だ图の場をは^般のな巧為の指巧）び巧かれ 

•- . »;，邸 V ';翁懲り 
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薇ガソリン厳禁 

ガソリンなど擢発性の屬いミ由は、絶巧に使巧しないでください。 
义がの原因になります。 


このま巧をおおしで、誤った取り扱いをすると、人が死亡または靈僖ぞ負う巧能性び想を进れるの趣 
を巧しでいます。 r み.:ぶ.V'.;.__ 

この表示を無視しで、誤った取な扳时をすをと、..•人び鷹害を負ラ危おび想定されるの容および物の擴 
蜜のみの発ちび想定される巧客を.击しで. IA ます 0. 


も r/f\ 警告 ;^ 


善スプレ^ —- ち厳傲 广 

スプレー定をストーブの上や前に放置しないでください。 ^ 

熱でスプレー生の圧力が上がり、爆発し、危険です。 < 

•力•""テン' 可燃物近接厳禁 

力——テンや燃えやすいちののそばなどでは使巧しないでください。 - 《 

义巧の原因になります。 

馨換氮お靈 

換気せずに使巧しつづけないでくださひ。 

酸素び不足すると、不完を燃焼し、一酸化炭素などび発ちしで中薄にな 
るおそれがあります。 ^ 

使闹かは必す1時間に1〜2回 （ 1〜2分）換気しで、新鮮な空気を補 
給しでください。 

窓の凍結、地下室など換気が'十分に巧えない場所では、使用しないでくださし、- 


；|:•'，..ご.！て'•.•ゎ - ぶ 
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•藻類の乾燥厳禁 

巧類などの乾燥には使巧しないでください。 

巧類び落下しで义びつき、乂炎め原西になりまず。 
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. mst - を清欠 

寝るときやが出するときは、必す'消义しでぐださい。 

まに、人目のおかないところでは、使巧しないでください。 

不完全燃焼や興常燃焼-义巧のおそれびありまず。 

消义の際は、鮮すしん調節つまみか'消义位置にちどり、义か'消えたことを 
確かめでください。 

雜 ig ミ藍日が肖^, 

給ミおは、必す消义しでから巧ってください。 

义災の原因になります。 

こぼれたなミ由は、よくふきとつでください。 


、消义確 

X 





織む 


I 油漏れ危険 

給ミを□はお実に閉めでください。 

給ミ由□を下にしで、ミ由漏れびないことを確かめでください。 

給ミ由□が確実に閉まつでいないと簡単にひらいで、义災の原因になります。 


•可燃性ガス使用厳禁 

ストーブを使用しでいる部屋で、可燃性ガスび凳をするちの（ベンジン、シンナ ー 、 
ガソリン）、スプレーを使用しないでください。 

义災や故障の原因になります。 

•やかんのせ禁止 

やかんやなべなどをのせないでください。 

振動や接軸によつでやかんやなべなどの熱湯びこぼれ、やけどのおそれびあります。 
また、なべの煮ごぼれによつでスト-•ブ内部の部品び損傷するおそれびありまず。 
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注意 


匿離!^^^^纖 


@居室内給油禁止 

あ含ミをば、必す火の気のないところで巧つでください。义巧のおそれびありまず。 



I 燃焼中移動禁止 

义のついたまま持ち運ばないでください。 

やけどのおそれびありまず。また、転倒すると义巧の原因になります。 


確夺& 


•變鬻禱使用禁止 

じおい、すずの発を、炎の色など異常燃焼を起こしたときは使用しないで 
ください。 

巧急の場合でをあねですにしんを下げで消乂しでください。 （ 9 ぺ…ジ参照） 



徽ほこりの除去 

ほごり巧、と c ! どき除をしでください。 

C ： み、はこ:りなとびつまると、異簿燃焼のおそれびあります。 


雜靈露’0油禁止 

変霞口:值、ちれたミ留、水の混じっているな;'由などを使巧しないでくだをい。 
異常燃焼やしんびてびらなくなるおそれびあります。 


〇 
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A ま意 


巧’巧中ク消火廈おは、島溫 glH 控 j の尸ミ細好パしホ召;こかれないご'、に-をし>„ 
やけ‘のお'されびあります。 

かさレり号なりからだの不自あな方のいるごま塵では、将にを意しでくださし、。 



•簡墙圧にミま藏 

冉.火時 f 通笔時）に、点火プラグからは富電圧び発をします。 

点义ブラヴに不巧意に酷れないでください。感電するおそれが'あります。 
特にルさいお-穿様にご注意ください。 


汲純正部おの使用 

しんなどの部品は、必す純正部品（指定された部品）を使用しでください。 
ず想しない擊故が発生するおそれがあります。 


參分解修理.改造の禁止 

故障、破擴したら、使巧しないでください。不亮まな修理や改造は、危険です。 
お麗い求めの販売店に修理を依頼しでください。 


雜保管時にしていただくこと 

,'躁期商使巧しないとき交は保營するときは、必すロミ由を抜いで(乾電池を取りが:しで） 
' ください。 

傾けたり、構倒しの状態では保管しないでください。 

火巧のおそれびありまず。 


心 

# 




雜巧の賴巧では德用しない 

>,が麵や予想しない擊故の原因になります。- 
* 水平でない磯巧、：不受速な磯戸斤. 

•風のあたる場所、部屋の出入 □ 

•ほこりや湿気のをい踢巧 

* 不まをな物をのせた棚などの下 

• 百 J 燃性方スの発をする爆巧交はたまる揚所:: 


>温室、飼寶塞など人のいない爆巧;;: 
iS •美容塞、クリーニング店などスプレ--や 
化ぎ薬品を使ラ場所 

»ヌントルピースなどス I ^ブび囲われる磯巧 
>直射曰がびあたる場所 


Q 


参掃除機の排気に注意 

燃焼巧に掃除機の排気などをあでないでください。 

風があたるとホ义が出たり、異常燃焼の原因になり危險です。 


•可燃物との距離を離す 

燃えやすいちのや障害物とは、必すち図に示す距離をとつで 
設麗しでください。 

义巧のおそれびあります。 


1 0Ocm な上 



50cm が上 

覇 I 
-^^ 


•絕常燃焼の確認 

正常に晚焼しでいることを 確認しでください。 

しんが上.びりすぎたり、燃焼箇びすれでいたりすると異常燃焼し危険です。 


•0 常®纔手入れ時のを S 
白‘常の点‘侯■孝入れは必す巧つでください。 

点,巧' .革入れは，スト-" ブびちえでから巧クでぐださし、 no . りべ-ジ參 照) 
やけどのおそれびあります。 
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圓麵頸麵 IZ 使麵曹 Sfc 感 IZ .^1! 

雜外気に接する窓倒などに置くと、冷気びストーブで賴められ、上興《流す覆のご 
効果的です。 

'• 力-テンなど哥纖物と嫌《十穀つでくださし、.'' V ' ' ぃ ；’;'''';' 城,パ.. なご;'''. 

•扇風機やサ…キユレーターな.どで.塞巧の蜜気を巧流させると、より効藥のな曝麗 
びできます。 堤 

•ストニ策覇攫、^^^»* 16 «巧素舊註醫。でくだる化 均;;若! 耐 'を!難!鍵を:,:''ご巧 




ガ…ド- 

燃焼簡 -—— —-……- 

麵椒 —— 
点火ボタン -で—— 
しん調節つ衆み 

■ *'、 

巧- 






藥拘®リング- 


点义プラヴ 


滿曇計… 


給油タンク 


み0こ 


点义装蠻 


給油 □ 


薄ープン 
つまみ 


しん薬の而 

パ、 ジ夺ン 


電極お 


しん禪蒸 --- ---- — 

し f y ' ’ 


フック 


電池ク-•ス 


す<此ピン 
漉受け兹6 


電源リ…ド線- 


繪'进サイン轰眞 


巧震曽動溝义装* 


しん窠巧筒 


离巧コード 


コネクタ 


固定タンク 


7イク□スイッチ 


^^単二お乾電鄉(别売） 4 個を使巧しまず。 



■曲屏防黄.装巧についご 

曲な防— I し*っ 


か/ソノ///' 


?驚--ーン 

が巧商 


赃換 


搜巧シ 


巧ラスが就 


が巧へース 


•巧涂檐巧巧 a は、'な巧を、ががずろ 
ごとによ0お车す夕々[巧つ呼がィじ 


歲お? JC 聚 （ HC ) をを 
：7するための燃焼ブ 
'ず， 


r - ^ か 
離哨すた… 
义，，装を- 


顔 なのよなミ鬻境' T — ごご使—觸にな 
りまずと憩遮に離鐵魏梁が低下 
しまずのでご注藏< だ谨い。 
麵避劃攝離簡しでい器)把こぞ） 

■ 麵驅硫酸ガスの蠻いと乙瑪 



















画脸„杨桑織歴 


>结裝箱、タンク難熏、 
また、取扱 I 説明馨ち琼 


.焼筒巻きはストーブ 
，-穿に撰醬しでください 


，"哨■巧^が.|;:挪",': 


■変西な巧*不純な油とは‘ 


なミ曲とガソリンの晃分けかた 


.’ V が馈みこもが_.こ ‘ a MA 


Si 論 6 ^" ■ プ補？ 


ジンク巧を 
(段ボ-''ル） 


; 岡院圏巻き 


•包装箱からス I ''ーブを取り出しでください。 

激ガ…ドをとめでいるテープをはずしで、乃ードを開いでくだぞい。 
參燃燒窗善きをはすレでくださし、。 

9タンク室ふたを關いで、タンク巧えをはすしでください。 


•燃焼筒を忆ットしたら、ガードをちとどおりに取りはけでくださ 
い。 

♦燃焼筒つまみを左ちに動かしで、しん案内筒に正しく据わつでし、 
ることを確認してください。 


3 mmumvbu 


雜乾電池は別売です6: 

® 同じ種類の新しい単二形乾電池を4個用意しでください。 

種類の異なる乾電池、または新しい乾電池とちい乾靈池を組みを 
わせで使用しますと、液漏れや破裂のおそれびあります。 

♦を側にある電池ケースに、乾電池を麗巧ケースの絵の方向に禽ね 
せで正しくたットしでください。 

♦乾電池の寿命は1シーズンをめやすにしでください。 


•權魔に'兹麗したをのは、愚を巧がかったり、ず可ない莫いびします。 

雜必すな油聞のポリタンクをお使いください。 

•なミ盛はシーズン牢 I こ使い寒りましよラ。 


离端なが裝辕艺難 


機 3 知著磯 II 


燃斜は必ずな油 （ J 旧1着な油）を使用しでください。 


靈鏡®をたツトずる 


♦[ A を険！ガソリンなどの輝発性の窗し、油は絶巧に使巧もなし、でく 
ださい。 

火災の厭因になりまず 


雜「 A を意 I 変鹽な油、不純巧油、'ちれたミ由、水の混じっているな油 
などは絶巧(こ使巧しないでください。 

•添加剤や助燃剤などは使巧しないでください。 

•巧巧は必ず义気’雨水’ごみ’醫温および直射曰化を避けた場所に^^ 
保醫しでください。 


指先に燃料をつけ、屬をふ窜かけます。 
(乂の気のない巧で巧つでください。） 


















を使巧ずると… 

e 〜30日のご使用で、しち^髓 t 團 1): 
2) に力…ボシや》'レが持麓 I /'そ巧麵. 
:なつで、スビード菊炎ボ复シ蜜揮たり、 
:'を、しんが下がらす酒义しな iA ことがお . 


巧が出たりを燃磯簡挣暗<なり、激しいにおいがしたり、翼常燃烧したりしまず。 
ンクにの;'あび残つでいでち火:力がホさくなつたり、しんが下がらなくなつたりしま— 
でから完蛋燃焼宗—で時簡がかかりまず。 ’ 

ンクや固をタンクび腐擬する原困になりまず。 

愛賀の'油や不純'な油を使巧したとぎは、 

固定タンク巧のの■油を叛费、普れいなな油で2~.3◎满つでから使苗しでください^ 
弓巧び巧つでいると再をします） （11 ぺ…ジ参巧） 

谭 A れをしでください。 （11 ‘12ぺージ参お） ぶ. 

每入れをしでを孤！!のないとをはしんを巧巧しでください。 '..'.'''卜' 

巧撫はお麗は來め麽販葬巧をなぞコ。チあ醫樣ご巧鼓お。にご灌総< ださい。 


m \ 么醫告 I 給ミ由は/必す消义しでから义の気のないところで巧つでください。 


給猫のま順とを憲 





♦タンク室ふたを開いで給ミあタンクを取り出し、才 -- プンつまみを 
強く引いで、おミ由□を開いでくださし V 

■燃焼中は絶巧に給■油タンクを取0出さない—ご< だ巧い。' ■ 

* 給巧タンクは、ぶつけた .0 落とした'りしないよ5、でいねいに肥り搬つ 

でぐださし％;'';''''' 


♦巧販の給ミあポンプなどを使庙しで、莊麗計を見なびらお'庙しで< 
ださし、。 

♦ミを置計の〔[>]位置まで黒色に変わったら、給'庙をやめでくたすし、 


>給油 CH こ力を孤そで變おをせた口衝擊などを力を施ぇる^巧み ‘バご 

受けで發おしますと、浦漏れやお巧日び巧を '' 夕霖靴 
!こ閣ま6ない隱国になりまずので変あさせな ザ 

いで.<だ迄 iA ; - iM 


綴迪□懸闘緣る 



• 1 A 警告]お’迪□は、確実に[パチン j と證びするまで図のの— ■ 

を強く押しでください。 


給ミ曲□を下にしで、巧漏れびないことを 懸かめでから、給ミ窗タン 
クをタンク室に正しく它ツトしでくだをい。堪 


M A 醫告1餘盛曰を‘濃妻に聞ま- 
国になり素ず。 ’ 

•こ霞れたな疆は卖くみ塞と'-•ご, 


巧鮮が辟3巧をなをみ.；ゲ■.がパ：巧が每 









潛擊僱 


■給脑賓繁®»皆ず 


UK おかをし'、已さ] 

1 

( 

も盛サイこ 

ノキ 

ノヤ 

) ビ 

_とネ 

同ツ 

J 資卜 


[6 為びみないとを! 


給油サイン 給なサイン 



•ご使用中、給-庙タンクののなミ由が'みなくなると r 給なサイン J で給油のす告をします。 

け合ミ由サイン J ① 「I 含ミ由」び化できたら、給 a しでください。範 n 〜2時闇で給ミ由タンクののな油びなくなります, 


点义前の準備と確認 


家零纔 S 巧に識壓 



給油タンクのたツト 



総;'由タンク 


«ストーブは、水平でををのよい床の上に設置しでください。 

K 凝した扇矫や癒勧の激しい爆所で使巧す^異を燃焼やが瘦き動お 
装置の誤が動の原因じなります， 


•給ミ由タンクを正しく静かに入れでくだぞい。 


燃鱗@0繼わ〇確認 



•燃焼筒のつまみを持って在ちに2〜3回動かしで、しん案内简に 
正し<据わつでいるかをおかめでください。 ん 


液しん調節でまみをち(燃焼)巧向にゆっくり止まるまでまわずこと 
により自動的にじットされます。 

• しん關節ごまみをまがずと安1カチカチ J 巧麗白 

勤港义装置が自動の(ごじみ卜をれでいるた，〜〜 ‘ ■ 

:度たットされまずと、しか闹前は軽く、 ’* ■ • 














樂鑽調^^力顔節) 


■電漏薦資 ©b 傷呼 C 

b 麵麵疆蒙わし 

mtrMM 


翁し知調節ごまみを巧（機驗ち巧にゆっくり止凌る黨で篆わ U 
しんをいっ揉いに上げで < ださい。 

(しん調節つまみの突起び真上「点义 位疆」になり兼す。） 

み点义ボタンを輕く巧しでください。 

ピーといラ放•電富びしで点火します。 

嫁点义を確認したら、点义ボタンから 静かに指をはなしでくだちし 

'ぉ •点かをいつすでちが覃ぁ种•+そ、知 可1;；+■…;'，，ドム、、 n 一 一;"- セす 
#♦; 病义プラグ（强極）巧おから白煙び上びるだけで巧次し.、， a 奋!よ 


靈燒®の擴わ〇確認 


♦燃焼筒のつまみを持って、左ちに2〜3回動かしで、しん窠灼簡 
に正しく据わっでいるかを確かめでください。 

• -么まなみみに-こ正し<4|わ^でいないも'：»郷かあ嫩み!でがみ1 
みけで哀巧燃腐しますを圧し<猶をがけでください。さ:'； .'ち; 

•しん S •.点父：プ奇.グ（電極やその聞闻）及ひ獲砸板（先端部）び力…ポ 
ンや夕ールで巧れでくると点义しじく くなります。しんの爭入れや觸 
除を巧ゥでぐださい。 (10 ■ 11ぺージ毅照） 

しんのず-入れや掃膝を巧っでを巧がレに<い場合は、を輩池ろ觸お L でいる哥離性びあります。.， 

岡じ穩類の新しい蠻.こ形乾’藥池 4 個と巧換レでください。(ちページ参 P . 弓）' 


m ^ V ^ m ) K < D \ j 1 TTz ——電池点义が使えないとき 

1. 乃ードを關いでください。 

2. しん調節つまみをち (燃燃) 方向にゆっくり化まるまでまわし、しんをしり肌りこ上げでください 

3 . 燃焼簡つまみを図のよ〇に待ち上げでマッチで点义しでください。 


を劈■をレん卸迫や画をめ上にみかな 


炎®11節« b Ai 誦麵つまみで巧います。 



感おや巧熱のが態を見ながら [ しんの下げずぎ）や [ しんの」こげず壁'] 
のが態にならなレよラに調節し、爆が部の f 調節範画 I 巧でご促' 
用ください。 


し編節つ素み ；， ,i 1 し ん —な 

ち（燃焼）巧向にま朽ず 上かる 化い苗 

在構乂巧置)方向にまわす 1 下びる j — ルぞ< なる 


■要0«戀 I X しんの下ばずぎ 


燃燦禱の上部 
ぴ熏い 


〇拓しいなぶな_错 

[下曝] : fCUj 让驟] 

鶴媒ヴース内 i wf 離線クース內 
のおの巧びが! m のおの傅びが 
义⑩まで I K 2 c のな下 


mzmm 


照:巧よ V ぐか 
が I 八（‘いで， 


8 













ピード消火ボタンを; 
つまみの巧おが r ミ肖ン 
このよラなと费はし, 


るとがが巧の還ちび面くで、点火しなかつ7 
まで、5巧の済つで力、ら点火しでください.. 


が焼 巧 


消變0麵麗黎聲覆 


み 必ず消火の體認をしでく ださい。 


b/u 誦節つ聚みの突起が!■消义 ffiS J に嚴らない） ^靈緣… 

しん i 圈節つまみをまわしで を、スピ…ド消义ポタンを巧しでち、しんび下びらす消义 しないとぎは給ミ由タンクを取 
り出し、义び消え惑第で燃焼 させでください。 

このぶうなと酱は、お麗い 巧めの販黃巧では、コ□ナお客樣ご相談窓□にご相談く ださい。 
















鼻韻. 




强い地震振動、 
しん調節つまみを 


k 傾斜では巧動し拳豈 

を<巧驚 b でいると，讀震自動鬚义装謹がホ動し1 
I なとぎ揉しんの寺 A れをしでくだぞい 。 （U ' 12ベ 
卿、ストーブ包震傷、巧漉のあぶれなど異常びな t 


だ泣い. 


消义後スト…フ''び十分をえでから、行ってください。 

を巧縣した0、油でるいたりしないでください。 

ま 10 mm です。のった口、長く动费おした0しないで<ださい。 
''ガラスを劃った0、を形をせた0しないで<ださい。 

りンク ■ 燃焼筒はをおさせないでください。 


扁検する巧容 


•巧漏れ-ミ由のたまりや巧のじじ^ •巧のたまりや、巧のにじみはふきとる。 
みかな X 、 か。'::: 逆漏れのある場哲は、お醫い求めの瓶; 

'巧頼しでください。 


外観 


•点义しにくくなった0、点义時 
の I 'ピ ー.1 とい5放靈置びかず 
れたり、とぎれることびないか。 


な乂時（通畢時）に、点义プラヴカ'らは窩輩氏か’発生します。 

点火プラヴに不巧屬に独れないでください，感電するおそれがあります。 
点検-字入れをするときは、必す乾電池をはすしでから巧つでください。 


• 燃 I 短筒をはすし，©ドライバーの先で燃えかすなどを 
取り除く。 巧イル-一 

•しんの巧驟をしん薬两簡のた’こぃドの?6お// 
いらの都巧に爸わせ、燃えか，4 ,,，'ク— 
ずがみぞに落ちないよラにを I ^ C — 

廢しで<ださい。 ^ 


しん棄巧筒 


■電極や電極源を繫 
おさせないでくだ 
さい。覆おした爆 
爸は、お麗し)ずめ 
め販売巧に癒耀を 
的賴しで < ださい。 

• しんをほつれをせ 
ないで < ださい。 


燃文かす 





















麵ミ由タンクの（給;'もタンク-園定タンク）の変質打なや不规巧油を取り陈くとき 
参処お方る（义の気のないところで巧つで < ださい）. ' 

•しぶピ„ド消化ボタンを御しで、対麗齒勵粥|义装繁を僞 i ませでくだをい。も, が,,.み,1ち，が 
2,燃縣爾と憾独ぶンク题取り出Iした渡、な趙側懸 (T 鄭)を比め抱じ4幕と探作 ■ ォィルと 

... なな.ホ血/?从小、.い.1..言.お iH* 背！...お*»レ*攻 Au.k^ 傲諭が fr をな巧 R •備料，.みか.離 .i/.. 


©.棘^^如賊ン觀鞭茫接おりピンか莱っすぐ上を简^夕ぶラ於敏巧橄ず載くだ旗い。'^ 
色.給;'由タンク巧をきれいな I 灯油でない、度醫のな巧に否換しで<たさい。^; 
しんの串 A れちあわせで巧っでくたさい！1, 、--.葦,、' 


' 


... wtm 


変震なミ由や不純な油などでしんの上部に力ーボンや夕ールか'巧着し、不異食が'まじた t 護 
(6 ぺ…ジ參類）は、しんのま入れをしでください。 

■ b / v ® を入れのしかた 

•しんのず入れをするときは、風のあたらない場所で巧つでください。 

勵ヴあたると®义が化たり、巽常燃焼の原因になり危険です。また、しんのを入れ中はにおいびしまずので換気 
をしでください。 

紛由タンク •タンク室から給ミをタンクを取り出しで 
ください。 


#しん調節つまみをを(燃焼)方向にゆっくり让まるまでま;ねし、 
しんをいっぱいに上げたあと点义ボタンを較く巧しで点义しで 
ください。 

雜正しいおの状態で燃焼させでください。 （8 ぺ•-ブ參照） 


»のびた0、たかれたり、傷んでひ 
びが入つでいないか。 


•パッキンに、のび、扭れ、ひびなどが入つでいた場さ 
はを換する。 

(お賢いホめの販売 I 占及は、お巧くのコロナお荡徹ご相該窓□に 
ご《該< ださい。） 


唯動賣:さ I 

• しんを上げ、置台の左側を請蟹 
に強く動かしたとき、'翼麗ぴ作 
動しで、しかが憂をまで歷美に 
下がる'か'。 


i ' •感震巧、 . 作動部を点検ずる。 ' I 

I /燃焼慶ど給-;由女シクを取り化した後.左巧側®'(下部)の止め'] 
i ねじ4亦と操作部を突の止めねじ]本を铺鄙し、夺中ビタツ！ 

1 卜を謡巧に約 4 邑 M 頃け、をの莱ず 引题搬いでくだ益い。 J 


»しんめ手入れをする。 (11-1 2ぺージ參照） 

• 効乘のない ii 含は、しんな交攫する。 

(お麗い求めの販龍廬交は、おおくのコロナお客様ご相談潑 a に 
ご错談ください。） 


屬麗部(ふ0 こ、ベース ) j 
® ごみ、巽物、ほこりなどが付震 
しでいなぃか。 


：| t 华動部(しん ) j 

：| * しんの上下はス么…ズか。 

；) »ク〜ルの巧麗はないか。. 


•やわらかい巧で、ごみ、 
翼物、窝こ巧などを寒れ 
いにみきとる。 

/すャビ不、ソトの(まずした\ 
たは、上記が載)骂音のが 
^蠢巧る参黯 j 










覺 0 蠢繁鮮脑胃くなっで、火力びか5<馨§素^靈歷曹§ & 

. 灾»#廓 $<«3 fc & b んを…释に上け'、漏寅 f ^ S 蒙で燃饒簽餘§ 

• L んがか/こくなっでいるときは、しんのを入れを;？〜3◎巧っ; r く—だざい/ ‘ -'星 

• しんの争-入れをのご使用は、'’しんを一潘下まで下げでか6,後巧タンクを它ツトし、20巧な上;きっで し-卜对'灼"油力すレみ I ™ を ; r 
. 知でから麻乂しでください。..，が'’'. ‘ ... .4 

しんじ十-巧‘なミ由かしみないうちに点义ずると、吸い上げ不足のため燃焼簡の巧熱不足が親くことびありま-を'' ■ ■ 

' - . . ■ - ' ■ ■ ‘、■ I . ‘,，'V ’,1 -V ‘、，|1 ,, 

■; 焚©讓う磯と寒は新しいしんと交纔しでくだ黨 U 。（13 ページ參熙 

• しんのき 入れを巧っでち力ーボンや夕ールびとれす、.规累.がないとき。 

• しんび 水を含んでしまい、しんの上下操巧び霞ぐなったとき。 

•しんの 上部が消耗しで、ラすくなったり短くなったり、凹凸になっているとき。 




援期闊ご獲觸になりますと、機器の点検が必要です, 

雜2ホに 1 回程度、シ -- ズン終3後などにお質い巧めの販壳店又は、修理資巧害〔(財）曰本5ミを燃焼機器操诗概察 
(TEL 03-3499-2928) で巧ラ按術醫理講習舍修3害 （5' 油機器技術管理±)など]のいる店などに点検の頼—さ巧 
ることをおずすめします。 



圆續 P 擊•巽鬻の覺分け方と処靈方法 


•巧の聚じちとつ'いで、お確かめくださし、。 

戀趣彎忘藻.に.よ.り処麗，し,で:な鼠く.ならな.いときは、お買いずめの販売席にご.巧:談.ぐだ奋ムん 

[端-;.'_ . .. ，■…..—下■.■レ[....'施础ム,誤も苗抵.,''朽_^^:'— T : 〜し- 1—. :乎 .' t :■ ぶ；:.こ.;.;'-ム'化.。''—し； 
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給滿タンク、鹽定タンク巧の滿帶搬费、 
普れい挪巧滿谭渊い、し知お班.觸ずな 

1M3 



*; V T 

! 1 .: ; 1 

i • 

; i 

總油鑑はしん播でげで20棘む上待ち、し 
んに十分な施びしみこんでから点乂す'る 

.採. 



♦ • • 



正しい炎のが離じな滞よクにしん極調節 

贷 .9 



0 •; • 

I ; ! 


ず器 

.''燃焼擲の搬む b が觀い \ 1 


m mim : 

U 1 


燃備簡つまみををちに齡かし C 撒わりを 
なおず' 
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# 巧.み； 1 


憩をおけ、郎歷の俊気をすを 11 


# 

m m m ： m 

み 

# 

!し/V巧ず入れ J をすを j 1 M 2 


# 
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- 巧 fU ま掃離，おがりぶ中巧广みが！，打ド谭 
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圧しく達しがす V な巧る i ち{い巧し^ 

ずぐ修理ずる 1 
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:; M.. 


苗 b を正しく入れる 
新しい觀靈泡と费撰ずを 

に 


1 

m：m m # m 
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.新しい部 a と巧觀ずる 

’ i 

'ふ ".く.、.. 


雜 1 • i • 1 •^ 參， 

1:1 I i 

# 1 


凰の堂 F らもい場护ごV，しろ- |--_， ! 

振動を受けないようじすを 1 一 1 

匪 rai 誉 

爆''‘'' 

: j 

蠻场 > .參. 


嚴壳店に敏顆しです"'レ巧 j こ， 



,1 ； M ^ : : ^ 雜 


給強タンクを驢輿 i / ：f 

6 

歎 r ィみバ r 夕 jrvr バ/’蹲 if , ザ織職部 

えも ,, * >、.が‘，…サ1,, .Jl 

’ ； M i i , i 潑 M 


販寵廣に觀賴しで 5 
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•燃焼单やミ肖义後に、と费ど费「ポコンボコン J といラ富がしますび、これはおなタンク t ジンクへな油が 

流出すると费の養で覇常ではありません。 





























L ♦.しんの交撥は、，お質し诚めの販壳庭なはんお fi くのご〇ナお客機ご梅談窓〇へ依頼さネ 

.搔お TT めし戴部 。さ W / " * 相‘-屋謗、論み--游を r'W 縣を W ^ 

• しん陆啟むお遮溢検廳截禮廳 f コ□ず WEU/u SX-E2 ま皆«(若霞夕…ク得)卷ご健箱< 
" 器輿に驢猎しないし知や、驢聽なしん蹇使謂しますと、自鹽簾舊卡»驚揮谭學咎い(ま"な^^ 
；■ 火が听ホ鬻の願 S にな 0. 

>.し.知の號獅措淺な、§器し如に園 c/y の f ち鑛燃饒機嚴霜し /u 嚴穀霸驢》]にがつで< 


g | 臟資麵難 b 磬 fc 


I A ぶ苗！ 1’:^をょ修裡、調堅はをおですので、部品の交換、調整が必要な場合には..お鹽いずめの販売店又は. 
'‘ 性、. I じ，と1^リ曰^^6ミ巧燃窺機器保守搞をで巧ラ技術管理講習舍修3客（石庙機器巧術管理±)など]のいる 

し 1 も‘几にふ、.’ ffliS え\ /心逆い e 

!i A 注封部端な攫は 







缴燃焼筒のガラスや軸媒び割れたときは、お賛い巧めの販売店交は、お近ぐめ:3甘ナお蓉様ご相誤窓□へでの賴く 
だ进い。 ' 



雜乾靈池を交換するときは、必ず同じ種類の新しい単二あ乾電池を4個使巧しでください。 （5 ページ参照) 


IH 保驚(長期間使用しなし、場含） 

おしまいになると费は、白常の点検'手入れの頂を参照し、巧の要額で保舊しでください。 

1 . e 扇烫ンク*鹽定タンク拘のな 油を抜き取って くだをい。 （11 ぺ-ジ参照） 

雜化、ごみなどを残したまま保醫すると、さびや巧あきめ原因になったり、しん上下不良の原因になるこ 
とちあります。 

雜な油を巧いたあとは、巧部をよく乾燥させでください。 

2. b / u © 擊天 觀獲しでください。（リ ' 12ぺ—ジ参照） 

3. 處!^総電遞齋臟 り練谬しでください。 

4. WS © ご*こりを顯っでください。 

馨燃焼筒と給ミをタンクを取り出したを、左ち側面(下部)の让めねじ4本と操作部か巧の让 めねじ 1 本をは 
すし、キャビネットを前方に約45°傾け、そのまま引き巧いてください。 

5. ^ 鱗 a 纔攤 論しでください。り0ぺ—ジ参照） 

6 . » 護 a 議消寅義睡懸 ffa さ懸でください。 (11 ぺージ参照） 

7. a 装 纏 C 入德簾 b た場所に が 平に保籍し 靈 1^^。 

爆 A ;';- ふ巧けたり、 g 横 個しのが 態で巧が巧に保留しないでくたさい. 

靈^な化^巧に乂ぶに保壁しでくだぞい， ' ■ ■■ 

® 中/パン Rj 懐い るとをけ、 巧黨巧動消义装廣の巧動を2〜3回くりかえし、しんが叢後まで下がることを巧/:、め 

でくだぞし攀を .:: i 1-1 ごをを— 










…。:：:■记一'.こ 
».或短…‘，社 

心心施擺 

巧す V " 巧'.；..'’..-: .7 •，マでなゲ .：•"", 一"锋 

ぷ于‘、弄•心一边吗•-ミ 

觀; 心ぶ嫌-; 3拓翻 

-^&こ‘锐還 


__ : しん武-放射が 

畐ほ放電点义 健二あ乾電池リ .5V) 4騰 """" 

— ———_—_ _ 灯油 。む1号ロミか 

—… ——————— 0.218 L/h __ 0 26" ル 

2.09 kW (1,800kcal/h) 2.56kW (2,200l<cal/n) — 
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木 造10.0 ( Tf (6 置)まで！木 造 115 nf (7 试身で 

コ ンクリ ー ト13.0が (8 曇)まで I □ ンク U - 卜 1 S Oof ( 9挡ほで 

高さ 475 m [ ii 幅4日2酬.•奥巧3 14 mm I 高さ510誦幅化 2 mm お巧3 Mnr 
..—. __ _ (置台を 含む) . 1 (置台を含む）_ 


7. 5的''''' 

. . — _ 琴通筒しん 

— _ 巧径 65mi]! 唇さ2.8酬 

_ 巧震白動消义装 靈 

※乾®化は別売です。同じ種類の巧しい単二お乾電池を4個用意しでください。 


7,9kg 


57 つ夕»サ議„^、ス 


ぶ賞 


保强についで;如;’:で 


安を-泣哉が- 


•このコ□ナ话ミ由スト'-ブには保旣靈びついでいます。 f お貿い上げ曰 '販売店咨 J などの S 入をお確かめの〇え、 
販売店からお受けとりになで、大切に保營しでください。 I 

雜保証期間はお麗い上げいただいた已から ] ホ間です。 

•巧のよ5な原因による故障および擊故につきましでは、保証の巧象になりませんので；'主屬しでください。 
■変質なミ由や不純な'ぶなど、またな巧ながの燃料使南による故障や事古交。 

■誤った使巧ち法による巧障や擊故。 


;瓣理を依賴される裳きぶつ 


•本書の f 巧障’巽常の見分け方と処置ち法 J (12 ベージ参照）の頂に従って調べでを廣くならないと愛は、お S 
し、巧めの販売店又は、おおくのコロナお客様ごす目談窓□にご運絡ください。 

•保証期間中であれば保証響の規定に従って無料修理さ甘でいただぎます。 



瑜迈抗ク運悠時に給油タンク.固をタンク巧に巧巧び残ったま; 
巧滿びこぼれることびありますので、必ず抜き取っでください_ 





























